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仮馬乙fU-ji’1どひ士乃/ｙJハりうり厄なり初りごター，戸ヽ

椚が遊行肩るに･）Ｄべぐ‘よりＱとｔ仕脊に今際～４にずぐ）

l,こなｰ･叱1との・Ｓも埓沁一色呵でむら９°｀=ﾐと)吟ｒ贅･こしり

栄文両院でＪ)鈴県を受ける・ヽく40琴６凡に妻とﾆ観によ渫ｋ.･

なQ，栄次での衿飾,４「坦Ｇ包吟誦畦恥辱怖竃･｣の回yｙ、ど,乙
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隋良剤欧へ行き当時しrヽ･病児長芒必･･叱相沢復校の2･30分に

Ｑぶ入念,Ｊ珍県名受け竃．診希が終■J}f?-≪*おぼつａヽばいキ
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邨嘲～でÅバ,lｔに･91？の比でljり，ヽ４･り，φﾐＥｈ４。

私む発痢か引０年．応･収Ｕ刄朗明ど．も私之;引丈鮨そあろ．

今■c＼'j*いいiJ苛･βａ予も汚涜，1蛮ってレｉ･，ｎ日1、j・2

l£l＼3'Hら-t-t-S>どいヽ石，やべ司が気可に入ってひtt吋心

因玲で七私八倒の旨Ｃり，を-１ろ．咀ｕ.・（や，λｘごFが本り

に大変でsあるが．今りり同/こい･ヽ自Ｚ卜び吐き出ｔrこともきさ

るが．いづれそｈｔｊ･さび（ｌ卜八川本的野命び）群衆,日のくる

の（.そう遠くtＪＵいT;j’ろ0.iiitsr(1、鴎に．1る死因の弛んむヽ･

がこれら|てよる呼吸時籾亡万4tにい･￥･苛化．蚊寝中・全句

の・iつばりや筋肉の,こもヽら収ンりじで円宿（.目ｔ雙盾し令肌

■cs%j-いこｔ.り私の大きfv'-y.か，べ，乙･）どなっている．

こうして10坪もの畏い斗孤!J13'iヽりほる乙，人知4･，ぬ廼

しみの浬概でった，ぞｒ）開浹斥レ池畔ｔ絲ほし自分の曝
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植どしか%X-u-i/iり八ヽ目己嫌４に陥いり，

そのlｔびに自の死９飯剣に雰λ;･zｕ,.１行して奪,ｃ笑見２44

求遂に終，代こｔし蜀-･た･い・ＪｎこぬＪヽ死ぬａで･こ=の冴

(7,が親ぐのなら乙刈うじ．自今.1叫色床にﾆ斂－に･Vt:'>け

ｋい肘勣Ｋからnreてと.し瓦，･.クペloし．ヽし．その気･誘惑

の衷でこのようり･噸気ど知り７が,ｙ鴎分t6J泗φ．いや純甘

ｋ治してみｔrる，そして．むいｰ･羞男ｔ'して仕岑がｕてみ叱

い．そんり池.い願望が私£鞭汀ち／七九ら以るめらゆる療咳

=どほみた．長戻り進歩を遂げごいる周代医啓を佻じりがう‥･

しかし，如何に漣い侮Ｑ.と科宇９以-・でして乙この拠･の濫憑

は蜀l力むかっre-fiiifl私1Jまで芭締のてﾉ11る．と{}．乙稀める

ことによｰ･々l♪しで(ノごのａ碩・き仙を辱くしりりと帰･’ｌｊ;

うにりヽ･･た．忿れにしで６ぶ'く９日glで狂々･こし心なく正眼

以聊=座右保弓りがら嗅景ってこ･り11Tt乙電うが，こ,ヽ.で私は

膏の大,ｙこふ助力がめり尺ごとを拠久なけれぱならＱ‘い.3‘年
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几二私にと丿で1･jl･１１Ｊごに千で帛り賢lｔべ'，.;l‘.'T卜.･'‘,iｔ:｀I.･<■■)

斗鴉生芯に４り，．_４てー刄ヽな料の私１大月，／J･．－浅利

の則と.して，以に賊嘸と謡実乙名情＆柵，ｒt/,ａぎに。ｕ

た．むし専がいりか･･'rこのなら．私IJと’ノになり乙火把Jフl

いたりヽも知れない・柘ににで２呵きrt奪で4りう句哨・ｙ､り

．1‘ラな毒の気概ら|,jL£ていJI:訳で□り'く今の佳ａμ)ヽり吊り

して炉らびけＨばいけＱい1知力のｉ岑の咄ずれに1．J,?こ?｡J゛い

y/,.ロ槽和ﾛμ嘸力にに1ない．ｙ八り気椚がｔに,nJなねｰヽF

疼馬灯CDotうに詞ｉ中芭駈1づ巡っどいる・ごんな目?yrｎ７､笥

を靫会ある毎に孝に畠寸が，ぞの瓊に専ば「同４rこけがやｎ

tﾆrになろう乙はき疋ぐいりい，自ｎｌＪ甘康Ｑ｀だnC't'^i-tx:!

ば乙偲-･でいるから」と，和,r)度に私の決咄ljにぶりそ・にj

寥の気筒に甘;tてしＪうの■^mる．･健衆こそ話勅の19肋(4は

もうが．健康な'人にばわかうＱいだうりと;思ｒ)11らこ人だ17

仇倖わt!がめる．ま1と病弱り私.に対する両観の者と:.回復を

，呻り?1なる祈り．そして孝くの友人μ:りの励浮し私.召とり

ｊくixこ｀温かい人々の善奪,ば心の大きｇ支えで･あ･･だ，自力が

鳥叉の季さを々けと.めかねてし６かく矢にないｰ･時６早ぐ

死にlｔいと考えこいたとき．ｔﾉ，.Jｙ職神的な碑限に唐･5ヽJIだ

じさ，これらの号くの･ね々の励71しや.葛布を廻う･乙．伺クソー

け･う11ない‥ど.芭り･気研弓に麦ｔＳことがで･ぎた，うくの嘗

々ひとりし4とりりぐ励Ｊしの罵策乙見舞金を寄？てく齢yこでど

皆さんうヽら'の傍々り徳肺に対t/‘ii｀所し埼凩ら９けむば

～よrii:s>。1男ごてりる・

Ｋ

最６･，4今g)ｌヽIJ手足が刊りヽないとyいフJRり臍全休がりい。

ｉ粕が剣プてしａ一･て人Ｍ乙して通幽,しｙばころ71で3i:，

しａ・でいる／目lこ耳以外(５．蜀八陶丿片吟．贋．膠、:)

の筋肉がり琢粕し駝ア1してしｉ－･ている、私丿家は4ヽさい嘆

り｀‘う‘Sごごあ･'だしｉ慢Iが鳶降でめ゛'たらで戦が順しく巴べ

一一今－－
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りＱ･ぐ耐恚こ･こｙきχ１〕,’ぐ扁-りｔc4レコ1丁毛で’い.:.･

こぶ男気は感淀簾り吻にはに呪味,ここけy=ト収友．ぺにし○

のごりいし司ってい飛－4jg惣Ｃい倆気ｒ知りりい1バ･｀･

，し享ぢにいういろびこどを殷λてくj･t几ヅ人どいつつヽ．孚

い芯しい乙兎いりがら･でｊ辛さに注りヽしてシらｰ･r七気りヽし，

ていｌ．フランスの･文豪，０マンCIランび玄勺「入,生りｓ

砺の中に於いてこそ偉文であり且つ穴りう（曇し零拓ご琵辱）

ごtｎ名案の嬰啄が自今なりに蒔りりヽけてさ穴.澄観して訳で

1ｺないけれとa^isiむう繋理に死のうだけ艮わないし．あず

死んで乙･いヽ乙と.喝っている.今ばＱ．ご,勺･一良自同に会鰐

と条しみrごい．これが弘のこヽいりて夕霞いで寸．

云わん乙寸ることが頭の中で整理できごいてご･ぞれ色巧く

結吐を｀い６とSかしこ．口僣しさは例λようがない・今の目力

に攻いかあるとす椚は．このマヒ深い今ぐりヽんどか今が書lづ

るこどで函る，珂ヵヽを書くこ泌てやうきJ11守い気袴75をけき

ださせるんで’4，これば寸い冰ん支えにり一作こ乙思り．自分

＆合めて路病で;凶しんでいる人々乙芙にこ加からり岫療法の

権立い医療体刺の改蕃ｔ町久親けていさたいど思う．インフ

レ唇による社会的下況で私遼弱丿立場の人間に1弓可Ｊす片隅

に渚いやられそう芒すが昶磁ぐるみの血の通-りと行政をt71に

望む次第で寸･，表現刀に乏しい私には10咋に.９ぶ１一両生活包

的可に右ゝ現わ寸こ乙はでき？か・だボ．直ぴ）中1てIJこん烏｀

ひむい栽気心あるこｔ．Ｊた現在溥康司い･こ人達に，安眠病

亀が贅ってくるこ乙む函ることを蜘-・てほしい～二私也温か

く支久てくれ瓦孝くの方々比９紺をこめて私の拙ない呼記と
歿し哉寸，

49年日月記
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難漱い夫乙共にば)年
ヽ2)ヽ分利ｙ

ソ夭刀哨気は．父の仕争ｔ継ぐたyめにはjウきってい7こl珊でし

た．突池石腕（脱力夥）わヽりの発病でｙこ・そのr頁にimiz病

名ぴoらずｿ筋嬰他在．副業剛ﾋ忘と.診断されたのla･41辱

１月．歴応斑院御座内科でのことで乙麗ﾆ．すでにその時進行

は腕から足に９勧ｃ礪か1,｀歩みでi11つてきていrlの.で乙た．

診家後．私達は酒然ど乙でいて夭tａ.天浹夫絶対どん？こど

が面-･て６ｅけ？いよ．ど乎前の明るさで言ってくれた．

心配£かけａいどひての配慮で而っｎﾆろうけれどC;、夭色慰

める言茉こλみつりヽ･うない．その時の私にlj夫の一色が救い

て乙に･．夭の絶対治可と包う登い信之ヽど病乙克･肢乙．よ‘うどす

る苛衣にうたれ私乙陰ながりﾌ:lに？ることを呪ヽに曾ったの

で亡几．でして夫と裳に病気との斗いが妨ａ-･たのてす．

極済的にゅる芒ｎる範囲で酒気のため束葛西蔑乙ａしたが、

ぞのＭ刀の甲雙６恒乙(夭の身体ば日にＢに翠えて行ぐの

で可、そん５゛乖ク果てたi1こ．不安と靫乙２で泣き明4ヽ＆几

夜６同隋かありＪ乙．没．横ねない夭の恚跨と取輝どの住活に

嘸一心共Ｕr疲れ．少乙.休琴のため両糊のど.どへ帰っyそこど＆あ

り汲乙尺がｐはり･ｌは落弓つりヽず･し配可る両親Ｅ。t°そに早々

とﾆ丈の６と：ヘ戻ったので乙吃．年＜てし傍にいる時が一番気

がや可ａるの.でLTt.

食病から五耳乙て突然夭の父の死に会い最乙彝覗＆てい梵

父だ･･ただtﾌﾞに落胆６一層丈き乃ヽつ指ようで乙だ．不幸は斌

くとちヽａ可が一そわかり三年の後私1ロ心の支えでｉ)つ友最

鬘の母£鴉床僅りヽに６て失-･昆ので６瓦．私たちは斗病住の

中で々する父ど囮の惑い旅略芭見送-・たのでT-miXぐ不幸

にiglScrこ哨押６ｲﾑ６９いそんな.発乙い気鴇｀弓が私を襲い
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Ｊぞlｒこんな11乙みの守iF然丿麦うヽ優1
1づそ）tJなｰ･廻私を

ｰ，‥‥‥1一1･s；虫^TyI･t^/T)1^j?Et'rT＼ぷフいて4ヽIにＭＪ乙支λてく411111J病人知夭７乙rz｡

あｊＭヽら1014-、西洋匯牛l;Jt,tﾆＪり乖洋監守･刀悩．灸などあ
１

６原の甲雙むＳ（△ｌ尺鴫罪rう紡Ｑて（れる．讃．兇
弟、りJ、写どの喰かい咽ｉし6．tそに病!ｎａｎｌＪ止Ｑるこ

ー■よ
^.c-■^iφ6141砧Ｊび規在ｕ家期的良４£6乞λ．･･

●●．’ｆ．
i■J<.tC0"・９りＴ¶Fei(>)3:？Vv/i<レ.’ｘ:1_LI'ai’iヽw’･vjm,･７ｔ/ｖ--？

や･ｓａ,１がｚＪて人とび凶給？λ閉ざかｈでもａこ，たのヅ虻

liいし，レ，1いよｎＵ｀．この病ｙＵ賢満乙･７かI*":)三茸・畏.ぐて十

？なさていらねヽば良ヽとい勺,･氏か場合今いに内瞰が交沃

で．べいy･:in猫神明男ごがブラスしてIC年５語原致亡ま

.ンジゾ炳り玲沁.みど匡瞭の頂状ｇ弓７う鴎，果↑こと,てそお

りヽ々1.ロレ’りこらつﾉりヽじ複磁石ヽ気禍巧に;つヽらｈ４１うヽンダこ･へ

゜，幸Tレ柄入ごに以外腎暫７しヽど.つ自由に？し？い現この天tて

り７てΞ乃てりしい，と５）のtＪ再話可でご卜ごﾝ刄｀気ど，乙

.トトり吋こ･罫椿飛-７て･さ瓦ので可回１二時シ肉親や71人の戈を

てiヽｌ,1･しりめlご乙．ごれから先で.場張ってtＪ。いと兜い戻可,･

･rXr-ji''i>I一列･丿乍いこtＪ孚りにじ疼了ざＪ耳，ご訪て疋のこ

４,･にJリこり･フゾ采うげてＵし,い．そこて孜だけＪと･をら乃ヽに

ｋｊｊいて恥けにい．，り人よ憾話乙恋心ヽゆく汲で結る二どがで

？斤な.ら._:rと良司が気管に入る心配な（．美啄．,く喰べら

Ｄ

･,り

j l ’

－

うに．既IJ冥;わＵ'い、ど;れかこﾉｔつでごj叶えてlaこ．い

ｒ;ヽくでlj未来に同の保証６なく七んだん辱えこいく夭

･．;ご゛･elぴ）当T//Ji::m.て.l二う寸るこどしてさJ3｀い？４.て

？ごて芯乙可己ｉｉ，こヽ2･3茸ljどんな舅刻ででｔ？い＆

ぺl’，ヽ-C／･ヽ･｀ｊａ逆に神痙が政暇に？り気剱しく７-･て

ごf rこｒしにｌ之ほす，頭の中で考えているこどが呵ひどつで
゛ゝｙ 八い肉体匈楕抑的な苦痛ｌちえる乙§狐のこと.刀ヽ６叩

れこ.･Ｕ／い私り｀とＱ狐一本鍋めても喚さ暇らひ下目由'芒～嘆

ｉ両に，代山ｄうな状態に萬乃ヽれたら果たこ，て大きな気持万
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‘こ応気乞受り乙.めゐことがででうizr･■バにjl,りどき

て目店iり？い，Ｊくｰ'べ戈の弛之を腎じサ可，てｎｔ゛(

ｊｊ１でt■-*vには励ａし支又てぐ丿わる良い巧八小りふ
－ -

● W ･ し 弓.尼賎ぴこ乙.のずうりりご配しｊｇｔ（など協刀,と

‘、(Jいる兄弟り)いること．逆漫び)^{tあ･りて６恵Jj･

てい･こλ鴇わなりればなりａ時人一唇乙みめ中に吐と

でい乱4Jうな矛ぼむ鳥否忘･1いにヽ７らかﾀ1ヽてりご哨￥あ

乙ど｀目･|ぶ／を411Jスポーツ中４のｊる薦?l､,7脊雫を

疼痛(いTいる肺胞心叩ね似にヌポーツロ野球？，

7j*"■ポンツンフ｝好色で函うが，特に’ワッカー･り

ボツツンクのあこ晦はテレビの画面iで吸い伺くＪう？

心ごでむχＲれて楽．んていｇ耳。ji!re好之り｀る圓に

琲を喝け了いる哨．辛さ６半貳可るのでごよヽｼりヽ自己

’jぶいて舒かにlgJAつていａ亨，そ６で夫に¶辰が

と’ア（1.１までi5iB.^C*XPで唄･つてい尺乙ので可び夕

‘いl‘ｊ･れむ叶iｙr.爾呑弓代の侭い出の歌が流れてく

Ｒ６鴨勃に卜5レlていl!可．こぺ.な哺私刀･心ヽ乙,同時にほ

・し寸几ので可・

何時t’，･ぽ康ｒ・たらじ兜いgl可.ii張り屋の天↑て

ひａ了い哨’り日刀ヽ’‾ぴゃあ行･･てくるよ一‥．」ご芭り

ｉ元気ヅｌて,乱かけて行く日が再農くるご信ｃ:でＳり

以ｕで/y.’ぐ１,な日にΣ永久ば乙うこないか乙句八を｀い

こ1’バミ・でいヽ昴め５ことﾑ1j甲く梅．いこしだけど．

師めうごにぐ．い火･うかマじ自分の気柵乃る.雫にして

り’さて1､い,..い．ｔのyこめにむ一日６旱く原因の賀明し

治療法の可立7Sｙぺ.でやみ醤せん．今日醤でいうい耳

｀．夫乙励ａＪ吸えてＦでい贋こた皆様1･,ン心ヽからお拓

嘩し上げーおうヽらし層の同旨乙ＩＪｉ願い゛Ｕｌｌ､溥．

49年12月記4・=一哨Im子
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